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１ オンライン学習の活用場面について

非常時
○台風
○積雪
○疫病

その他学校に行け
ないとき

通常時
○外部人材との接続

○多様な児童への対
応



２ 学びの保障のためのオンライン授業

① カリキュラムを立てましょう
【注意点】
○ 児童生徒の集中力や心身の疲れを考えた時間設定にする。
○ 一斉授業にならないように協働場面を位置づけましょう。
○ ３０分に１回２０秒はタブレットから目を離しましょう。

オンラ
イン 事前配信（時間割・課題・ワークシート）

オンラ
イン 課題提示（導入） 気付き共有、自力解決

オンライン

家庭 共有・交流（展開）協働学習・探究・自力解決

オンラ
イン まとめ・振り返り（時間割・次時課題）



オンラ
イン 事前配信（時間割・課題・ワークシート）

TeamsやGoogle
classroomの課題機能

を活用

家庭学習で
事前確認
ができるこ
とで、効率
的に進めら

れる。

２ 学びの保障のためのオンライン授業 ②主な授業の流れ



ツールを使って手間を
かけずに健康観察

GIGAスクール環境を生かし

た効率的な方法で、短時間
で全員の健康状態を確認で
きます。

○アンケートForms
○Teamsのリアクション

○協働学習支援システムの
機能

○課題機能を使って事前に
調査

２ 学びの保障のためのオンライン授業 ②主な授業の流れ



オンラ
イン 課題提示（導入） 気付き共有、自力解決

課題で出したときに、気
付きや、解き方の方向性
などを引き出す。音声は
可能な範囲でオンにして
おく。

課題で全員に共同編集を
させながら気になるところ
にマークをつけたり、１人
１人のシートに分けて
行ったりする。

２ 学びの保障のためのオンライン授業 ②主な授業の流れ



オンライン

家庭 共有・交流（展開）協働学習・探究・自力解決

〇パワーポイントのスライド
に書き込みながらブレイクア
ウトで対話したり、相談した
りしながら交流を取り入れま
しょう。

ブレイク
アウト
画面

〇考えを発表するプレゼンテー
ションの場面もグループ内で行う
ことで、時間を短くすることがで
きます。
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オンライン

家庭 共有・交流（展開）協働学習・探究・自力解決

簡単な実験であれば、家庭で実験をオンラインにしながら行う
など活動が入ると、オンラインでも集中力が高まります。実験結
果をエクセルなど共同編集で書き込みながら結果を瞬時に共
有したり、その後分析したりすることができます。
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オンラ
イン まとめ・振り返り（時間割・次時課題）

学習のまとめの場面では、
デジタル教科書や動画な
どの適切な場面を提示し
て確認をすることができま
す。

家庭学習として、デジタル
ドリルやアンケートForms
で作成できる簡単な確認
テスト、振り返りを行うと
良いでしょう。

２ 学びの保障のためのオンライン授業 ②主な授業の流れ



１ オンライン授業の活用場面について
２ 学びの保障のためのオンライン授業
① カリキュラムを立てましょう
・ 心身の疲れや集中力を考慮しましょう
・ 家庭で自律的に学力を付けましょう
② 主な流れ
・ 事前配信（時間割・課題・ワークシート）
・ 課題提示（導入） 気付き共有、自力解決
・ 共有・交流（展開）協働学習・探究・自力解決

・ まとめ・振り返り（時間割・次時課題）

２ 学びの保障のためのオンライン授業 ②主な授業の流れ


